
 
山下ふ頭再開発に係る市民意見募集の実施について【情報提供】 

 
 
１ 事業の趣旨 

  山下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けて、「答申を踏まえた基本的な方向性」を取

りまとめました。ついては、市民の皆様から広くご意見をいただくための市民意見募集を

実施していますので周知をお願いします。 
 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で周知をお願いします。 
 

３ 市民意見募集の概要 

（１）募集期間 

令和７年７月１日（火）～９月９日（火） 

（２）提出方法 

  ア インターネット入力フォーム（横浜市電子申請・届出システム） 

次の URL または二次元コードからアクセスし、横浜市電子申請・届出システムにお

進みください。 

     【URL】 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-

info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokoseiiken.html 

【二次元コード】 
 
 
 
 
 

  イ 郵送（リーフレット付属のはがき） 

 

（３）リーフレット配架場所（７月中旬から順次配架） 

市民情報センター（市庁舎３階）、各区役所広報相談係、行政サービスコーナー・ 

図書館等のＰＲボックス など 
 

４ その他 

  広報よこはま８月号 はま情報にも掲載予定です。 
 

５ 参考資料 

  市民意見募集案内資料 
 

区 連 会 ７ 月 説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ７ 月 1 6 日 
港湾局山下ふ頭再開発調整課 
（ 市 連 会 ７ 月 説 明 資 料 ） 

港湾局山下ふ頭再開発調整課 
担当 武、多和田 
電話 045-671-7314 /FAX 045-550-4961 
メール kw-yamashita@city.yokohama.lg.jp 

横浜市ホームページ 

市民意見募集 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokoseiiken.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokoseiiken.html


 

 

 

（参考）山下ふ頭 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【募集期間】 

令和７年７月１日（火）～９月９日（火） 

 

【意見の提出方法】 

（１）インターネット入力フォーム（横浜市電子申請・届出システム） 

次の URL または二次元コードから、横浜市電子申請・届出システムにお進みください。 

【URL】 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-

info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokoseiiken.html 

【二次元コード】 
 
 
 
 
 
 

(2)郵便 リーフレット付属のはがきをご利用ください。（切手不要・当日消印まで有効） 

 

【リーフレットの配架場所】７月中旬から順次配架 

（１）市民情報センター（市庁舎３階） 

（２）各区役所 広報相談係 

（３）行政サービスコーナー、図書館等のＰＲボックス など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 令和３～５年に実施した市民意見募集、市民意見交換会等の結果や、山下ふ頭再開発検討委

員会からの答申を踏まえ、山下ふ頭再開発の基本的な方向性を取りまとめましたので、新たな事

業計画策定に向けて、市民の皆様からのご意見を幅広く募集します。 

山下ふ頭再開発「答申を踏まえた基本的な方向性」について 
 市民の皆様からのご意見を募集します（７/１～９/９） 

横浜市ホームページ 

市民意見募集 

＜裏面あり＞ 

１ 市民意見募集 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokoseiiken.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokoseiiken.html


 

 

 

【新たなまちの将来像】 

※ 市民意見を踏まえ民間事業者へのヒアリング等も 

行っていきます。 

 

 

 

新たなまちの将来像として、３つのテーマと、その土台となるインフラ構築・空間整備の考え方

をもとに再開発を推進していきます。 

この中で、テーマⅠ「世界に誇れる、魅せる『緑と海辺』空間」は、再開発の最も大きな軸と位

置づけており、他のテーマを包含する関係性となっています。また、３つのテーマが重なり合う中

心に、「市民が結ぶ新たなまちの環」として、市民の皆様をはじめとする多様な主体が参画でき

るまちづくりの考え方を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「答申を踏まえた基本的な方向性」は、こちらからご覧いただけます。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-

info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokosei.html 

 
 

 

 

 

2025 年７月～ 市民意見を伺う取組 

2025 年度中   事業計画案 

市民意見募集 

新たな事業計画 

2026 年度頃   事業化 

横浜市ホームページ 

「答申を踏まえた基本的な方向性」 

市民意見を伺う取組を実施し、議論を積み上げ、

より良い事業計画の案を作成していきます。ま

た、作成した事業計画案に対しても、改めて市民

の皆様のご意見を伺い、新たな事業計画を策定

していきます。 

２ 答申を踏まえた基本的な方向性（概要） 

３ 今後の進め方 

横浜市港湾局山下ふ頭再開発調整課  TEL：045-671-7314 FAX：045-550-4961 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokosei.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/yokohamako/kkihon/keikaku/yamashita/joi/hokosei.html


瀬谷区内火災・救急状況 令和７年６月30日現在

火 災 連 合 町 内 会 別 火 災 発 生 件 数
年 別 令和７年 令和６年 増△減 連 合 町 内 会 名 令和７年区 分

件 数 9 8 1 阿久和北部連合自治会 1

種
別

建 物 5 5 0 阿久和南部連合自治会

車 両 0 0 0

0
林 野 0 0 0 三 ツ 境 連 合 自 治 会 0

瀬谷第一地区連合町内会 0
船 舶 0 0 0 本 郷 地 区 連 合 自 治 会 0
航 空 機 0 0 0 瀬 谷 北 部 町 内 連 合 会 1
そ の 他 4 3 1 瀬谷第二地区連合自治会 0

損
害
程
度

焼損床面積　（㎡） 0 0 0 細 谷 戸 連 合 町 内 会

負　傷　者（人） 1 1 0

0
死　 者（人） 0 0 0 瀬谷第四地区連合自治会 3

南 瀬 谷 自 治 連 合 会 0

主
な
原
因

放火(疑い含む) 3 1 2 宮 沢 連 合 自 治 会 2
ストーブ 2 0 2 相 沢 町 内 連 合 会 1
電気機器 2 0 2 そ　の　他 1
たき火 1 1 0 合　　　　　　計 9

上記以外 1 6

令和７年 令和６年 増△減 分 団 名

１ 日 あ た り 0.1 0.04

救 急 分 団 別 火 災 発 生 件 数
令和７年区 分

件 数 3,956 4,273 △ 317 第 一 分 団 3

年 別

急 病 2,833 3,163 △ 330 第 二 分 団 0
交 通 事 故 147 158 △ 11 第 三 分 団 4
一 般 負 傷 781 763 18 第 四 分 団 2
そ の 他 195 189 6 合 計 9
1 日 当 た り 21.9 23.5 △ 1.6

月別火災件数・死負傷者状況
月 別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年計区 分

件 数 3件 2件 1件 1件 1件 1件 9件
死 者 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
負 傷 者 0人 0人 0人 0人 1人 1人

日　付 災害種別 発生場所 内　　　容

0人

７月

6月17日 建物火災 二ツ橋町 共同住宅にて発生

熱中症搬送状況 (5/1～6/30)　５月 ６月 ８月 ９月 10月
市内発生件数 328 26 302

瀬 谷 消 防 署

区内発生件数 14 2 12

（各表の数値は速報値であり、確値0ではありません。）



□ バーベキューが終わったら、木炭を水道水などで十分

□ 強風時は、思わぬ風で火災になることがあるので、バーベキューは控えましょう。

□ 着火剤を使用するときは、十分な距離を取り、適量を守り、つぎ足しは絶対にし

　ないなど、注意事項を守って使用してください。

カセットボンベが過熱し、爆発する恐れがあるので、絶対にしないでください。

～瀬谷消防署からのお知らせ～

バーベキューでの火災に注意！

□ その場所でのバーベキュー大丈夫？　屋外での火気使用が禁止されている場所で

　夏のレジャーシーズン、バーベキューなどが盛んとなる季節となりました。

 屋外での火気使用により火災が発生することがあります。

 次の事項に気を付けましょう。

のバーベキューは、やめましょう。

□ バーベキューをする時は、消火用の水を必ず準備しましょう。

☆☆ルールを守って楽しく安全にバーベキューを楽しみましょう。✌

に浸すなど、消火を確認しましょう。

周囲の樹木等に、炎や火の粉が燃え移らないよう気をつけましょう。

□ バーベキューで、火傷や火が着衣に燃え移る事故がありま

した。着火剤、カセットコンロなど、正しく使いましょう。

□ カセットコンロを2台並べての使用は、熱がこもりやすく



                                    高齢者世帯の住宅からの火災を防ぐため 

瀬谷区在住の高齢者の方を対象に、瀬谷消防署と

瀬谷火災予防協会が協力して住宅用火災警報器を

無料貸与・取付支援をします！ 

住宅用火災警報器の交換目安は 10 年です。     

この機会に是非お申込みください。（先着限定 50 名） 

 

 

【受付期間】 

９月１日（月）「防災の日」から９月１2 日（金）までの 

９：００～１７：００（土、日を除きます。） 

※先着 50 名に達し次第、受付を終了します。 

【お申し込み方法】 

瀬谷消防署予防係あて電話 （０４５－３６２－０１１９） 

または瀬谷消防署窓口までお越しください。 

【取付期間】 

日程調整のうえ 10 月７日(木)から順次取付 

【無料貸与・取付支援対象の条件】 

① 世帯の状況が 70 歳以上の一人暮らし世帯または 70歳以上高齢者のみの世帯（障害者

同居は対象） 

 

② 住宅用火災警報器が未設置（一部設置）または設置から概ね 10 年を経過している 

『※台所・寝室・階段（寝室が２階以上にある場合）に必要です。』 

 

③ 消防職員による住宅用火災警報器の取付けが実施可能な世帯 

 

※上記の 3 点すべてに該当している方が対象になります。※ 

 







ボランティア団体分科会の開催 (５ページ)

ボランティア団体からの要望で、魅力的なチラシの作り

方について学ぶ講座（参加者20名）を開催しました。

当日は団体のチラシを持ち寄り、グループに分かれて

それぞれのチラシの良いところを探したりするなど、

チラシ作成のポイントを学びました。

ボランティア講座の開催 (9ページ)

これからボランティア活動を始めてみたい方に向

けて「傾聴ボランティア養成講座（参加者27名）」や

「心と身体を整えるヨガ講座（参加者８名）」を開催し

ました。

社会福祉施設分科会の開催 (５ページ)

福祉施設職員向けハラスメント研修（参加者15名）を

開催しました。ハラスメント対策のポイントなどについて

座学で学んだ後、後半はグループに分かれて各施設の

対応や課題などについて情報を共有しました。

各種広報紙の発行

年２回全戸配布している本会広報紙「ほのぼのせや」の

他に、各事業で広報紙を作成し周知啓発しました。

・ボランティアセンター「ボラだより」：年５回

・福祉教育たより：年１回

・移動情報センター「せやのいっぽ」：年２回

・赤い羽根共同募金「瀬谷区だより」：年１回

第４期瀬谷区地域福祉保健計画（暮らしやいまちづくりの計画）の基本目標に基づき、瀬谷区社会

福祉協議会では様々な事業を進めてきました。令和６年度の事業実施概要を報告します。

事業報告本冊子については、本会ホームページ上でご覧いただけます。本紙最終面の二次元コード

よりご確認ください。また、本報告内にある（○ページ）は本冊子掲載ページを表しています。

社会福祉法人 横浜市瀬谷区社会福祉協議会

令和６年度 事業報告概要

発行年月：令和７年６月

発 行：社会福祉法人 横浜市瀬谷区社会福祉協議会

〒246-0021 横浜市瀬谷区二ツ橋町４６９ せやまる・ふれあい館２階

電話０４５（３６１）２１１７ Fax０４５（３６１）２３２８ Ｅメールinfo@seyaku-ｓhakyo.jp

詳細な事業報告についてはホームページからご確認ください

ホームページ httpｓ://seyaku-shakyo.jp/

基本目標Ⅰ “おたがいさま”で支え合う地域づくり

身近な地域のつながり・
支えあい活動推進事業
（食支援） （28ページ)

相談機関が食支援を必要

と判断した方や、まだ支援に

つながっていない方などを

対象に、生活課題を解決す

るためのきっかけづくりとし

て食糧支援をしました。

令和６年度の実績は、相談

が44件、実際にお渡しした

のは32件でした。お渡しす

る食糧は、地域の方や企業・

団体からの寄付の他、区役

所、資源循環局のフードドラ

イブで集められたものなど

を活用しました。

地区社協分科会の取組
(２ページ～、24ページ～)

地域福祉保健計画推進懇

談会の報告を受けて、グ

ループに分かれて意見交換

をしたり、５期計画策定に向

けて、瀬谷区がどんな「ま

ち」になるとみんなが暮らし

やすいまちになると思うか、

などについてヒアリングを

実施したりしました。

11月には瀬谷区障害者地

域自立支援協議会（せやま

んまるねっと）の皆さんをお

招きして、これまでに障害者

と地域がつながった事例を

紹介してもらった後、地域の

中でつながるための取組な

どについて話し合いました。

瀬谷区地域福祉保健計
画の推進(34ページ～)

１月に開催した地区別計画

推進研修会（講師：駒澤大学 

川上富雄教授）では、各地区

で計画の策定・推進に関わる

方や地区支援チームメンバー

等71名に参加していただき、

５期計画策定に向けて計画を

策定する意義や策定方法等

について学びました。

参加者からは「分かりやす

かった」、「他地区の話を聞く

機会があり、勉強になった」、

「地域防災に関しても計画に

取り込みたい」などの感想を

いただきました。

心と身体を整えるヨガ講座では座ったまま
できるヨガでリフレッシュしました

瀬谷区社会福祉協議会は、これからも地区社会福祉協議会をはじめとする本会会員施設や
団体、区役所、関係機関などと連携・協力して、「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域社会
をつくりだす」という本会の活動理念の実現に向けて取り組んでまいります。



移動情報センター、ガイドボランティア事業
(15ページ～)

移動に困難を抱える障害者等からの相談は97

件でした。相談支援機関と調整・連携を図りながら

コーディネートしました。ガイドボランティア事業で

は、42名の支援対象者に対して67名の登録

ボランティアに活動していただきました。

通学支援の支援希望日数が増えたことなどに

より、稼働件数は前年度より576件増え2,385件

となりました。

福祉教育関係事業の取組
(10ページ)

令和６年度は区内小中学校

から21件の依頼がありました。

区内にお住いの障害当事者や

ボランティアグループなどに

講師をお願いし、発達障害理

解講座、認知症サポーター養

成講座、視覚障害理解講座な

どを実施しました。

社会福祉功労者表彰式

（10月30日）(8ページ)

社会福祉の増進に特に功

績のあった個人や団体をた

たえるため、表彰式を開催し

ました。労力・技術表彰では、

長年地域活動に貢献された

個人11名と７団体が表彰さ

れました。

拠点利用団体懇談会の開催 (冊子33ページ)

普段、異なる活動をされている団体同士の交流を目的
に、利用者懇談会を開催しました。計40団体の方にご参加
いただき、意見交換と印刷機の使用法の説明の場を設け
ました。また、第４期瀬谷区地域福祉保健計画の説明を行
い、日頃の活動が計画の推進に繋がっていることをお伝え
しました。

せやまる・ふれあい
ふくし まつりの開催
(8ページ)

12月の障害者週間に合わ

せて、せやまる・ふれあい館

６施設と隣接する横浜市多

機能型拠点こまちと一緒に

開催しました。スタンプラ

リーの景品を区内障害者福

祉施設の製品にしたり、作業

所の製品販売やパネル展示

をしたりするなど、障害理解

啓発に努めました。

生活福祉資金（生活相談・食料品配分会）(12ページ～)

コロナ特例貸付を受けた方のうち、支援につながっていな

い方への働きかけを目的に区役所生活支援課と連携して

「生活相談・食料品配分会」を開催しました。

事前申し込み６名に対して、実際には２名の参加でしたが、

借受者のお話を丁寧に聞くことで償還につながりました。

基本目標Ⅱ 健康でいきいきと暮らせる地域づくり

生活支援体制整備事業の推進(29ページ～)

配食サービスグループ８団体の連絡会を開催し、代表者、調

理、配達の役割ごとにグループに分かれて意見交換や情報共

有を図りました。他のグループの話を聞くことで、活動の悩み

が共有され、課題解決のヒントが見つかったという声もありま

した。

また、地域アセスメントの手法を学ぶことを目的に、生活支援

コーディネーターを対象にまち歩き研修を実施しました。

権利擁護事業 （あんしんセンター） (13ページ～)

【契約者数69件（新規契約18件、契約終了15件） 契約件数：市内７位】

令和６年度の初回相談件数は55件でした。１月には市民後見人の活動支援として成年後見

サポートネットを開催し、事例検討を通して活発な意見交換が行われました。

基本目標Ⅲ 誰もが活躍できる地域づくり

善意銀行の運営(22ページ～)

皆さまの善意に基づく金銭・物品をお預

かりし、必要とされる方々に配分する仕組

みで、銀行の機能になぞらえて「善意銀行」

と呼んでいます。令和６年度は個人や企業・

団体、福祉施設などから、金銭・物品合わせ

て46件の寄付をいただきました。

物品では、お米を中心にレトルト食品や缶

詰など保存ができるものをいただきました。

区社協の食支援や、子ども食堂などに配分、

活用しました。

災害ボランティアセンター設置運営訓練
（１月20日）(21ページ)

区役所所管課、瀬谷区災害ボランティアネット

ワークと一緒に、災害情報システム（社協専用

アプリ）による設置運営訓練を実施しました。オ

ンラインでのボランティア受付からニーズ募集、

マッチング、送り出し、活動報告など一連の流

れを体験しました。

発災時にスムーズに運営できるよう関係機関

と連携を深めました。

拠点利用団体懇談会の開催(33ページ)

拠点利用団体同士の交流を目的に40団体が参加し、

懇談会を開催しました。日頃、異なる活動をしている団体

同士で意見交換をしたり、印刷機の使用方法を学んだり

しました。また、地域福祉保健計画について説明する中で、

日頃の皆さんの活動が計画の推進につながっていること

をお伝えしました。

まち歩き研修では、瀬谷北部地区を

歩きました

配食サービスグループ連絡会ではお互い
活動の様子や意見交換で盛り上がりました

瀬谷区発達障害理解啓発グループ

ant mama(アントママ) の授業の

様子
ガイドボランティアさんの活動の様子
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横浜国際園芸博覧会
瀬谷区推進協議会
ニュース

地域と一緒に盛り上げる！令和７年度の取組

「たねダンゴ」講習会 ～初めてでも大丈夫、楽しく育てる地域の輪～

花壇づくりの支援 ～個性あふれる花壇で瀬谷を彩りませんか～

カウントダウンイベント

500
11/4

400
2/12

１年前
3/19



幸せを創る明日の風景 Scenery of the Future for Happinessテーマ

開催期間 2027年３月19日～９月26日 開催地 神奈川県横浜市・旧上瀬谷通信施設

公式HP

GREEN×EXPO 2027とは

開催者 公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会

GREEN×EXPO 2027は、私たちの生活に大きな影響をもたらす気候変動に着目した、環境と共生し市民と共につくる、
「環共」をテーマとする国際園芸博覧会です。

地域の皆様と一緒に機運醸成トピック

応援プログラム募集中 のぼり旗でPR

区役所と一緒に盛り上げます！

🔍



～初めてでも大丈夫、楽しく育てる地域の輪～

✿

たねダンゴの指導者講習会
参加団体募集！

®

✂キリトリ



花苗等 を無料配布 します！

スケジュール

「花・緑」 はGREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会）の開催テーマの一つです。

みんなで花や緑に親しみながら花壇をつくり、

開催区である瀬谷を花でいっぱいにして盛り上げませんか？

２ 缶バッジ ３ 花壇用プレート１ 花苗
１団体につき５ケース※
までお配りします。
（※１ケース24苗です）

お配りは
ケース単位となります。

１期のお花（予定）
・パンジー ・ビオラ
・アリッサム
・ノースポール
※種類は選べません

GREEN×EXPO 2027 瀬谷 応援プログラム

花壇づくりのために無料で配布するもの

花壇をつくるときに着用
してみんなでPR！

その後も身の回りの
小物などに着用して
PRしましょう！

※応募多数の場合は抽選となります

整備した花壇に掲示をして
GREEN×EXPO 2027をPR！

１団体につき１枚お配りします。

対象

せやまる

GREEN×EXPO 2027 瀬谷応援プログラム

●申込方法はメール・郵送・持参によります。
●持参の場合：土曜日、日曜日及び祝日を除く （午前９時から午後５時まで）
●郵送の場合：簡易書留により、当協議会事務局に到達した日を受理日とします

●団体でのお申込みをお願いします。
（個人でのお申込みはできません）

● また、以下を目的とした活動をする団体はお申込みができません。

①宗教活動、②政治活動、③選挙運動

●花壇づくりは瀬谷区内での実施が必要です。

詳細は
ホームページをチェック！

募集：令和7年７月29日～８月29日

配布：令和7年10月下旬予定

花壇をつくって

瀬谷を花でいっぱいにしよう！

１団体につき30枚が上限です。

申込先

※第２期の募集は11月ごろを予定しています

郵送
持参

〒246-0021 横浜市瀬谷区二ツ橋町190
横浜国際園芸博覧会瀬谷区推進協議会事務局

se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp

件名：【申請】花苗の譲受について（○○（団体名））

メール

【昨年度のようす】
横浜瀬谷ロータリークラブ
阿久和大久保原公園内花壇

周りを自由に
デコレーションをして
オリジナルのプレート
をつくろう！

mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp


申請方法

横浜国際園芸博覧会瀬谷区推進協議会事務局

１．準備する書類

２．手続きの流れ

☎045-367-5632 ✉se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp

１
書類１～5を
提出してください

2
推進協議会から
承諾または不承諾通知を
送付します

3
指定する受取日に
花苗等の受け取り

4 各地域団体で花壇づくり

5
事業実績報告書類の提出

９月中旬発送予定です
受取日等の詳細についても
ご案内します

ケースでのお渡しとなるため
お車でお越しいただくことを
推奨します

①
事業報告書
様式第６号

②
実施状況
報告書

様式第７号

花壇づくりのようす・完成した
花壇のお写真等のご提供を
お願いします。提出先は １ と同じです

GREEN×EXPO 2027 瀬谷 応援プログラムとは？

開催地の地元・瀬谷で皆様が行う
機運醸成の取組を
当協議会が支援します。

詳しくは右の二次元コード
または
【瀬谷応援プログラム】
で検索🔍

郵送
持参

〒246-0021 横浜市瀬谷区二ツ橋町190
横浜国際園芸博覧会瀬谷区推進協議会事務局

se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp

件名：【申請】花苗の譲受について（○○（団体名））
メール

場所：瀬谷土木事務所駐車場（予定）

右のロゴの使用・当協議会HPでのPR
もあわせてご活用ください！

※いただいた写真は今後の広報に使用させて
いただきます。予めご了承ください。

利用申請書
様式第１号

事業計画書
様式第２号

団体調書
様式第３号

団体の
役員名簿

様式ダウンロード

１ 2 3 4

申請プログラムは
□ プログラム３ 花苗の譲受 に✔ をつけてください

団体の
規約等

５

三ツ境公園内花壇 南台交番横花壇

mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp


 

 

 

 
第４回 輝きフェスティバルの開催について 

 
 瀬谷駅北口駅前広場活用推進協議会が主催する、地域活動の発表や交流を目的としたイ
ベント「輝きフェスティバル」を今年も開催します。 

当日のプログラムなど、今後具体的な内容が決まり次第、瀬谷区ホームページ「瀬谷駅北
口駅前広場活用推進協議会について」で周知しますので、ぜひお越しください。 
 
１ 開催日 
  令和７年９月 2８日（日） 
   
２ 場所 

瀬谷駅北口駅前広場 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀬⾕駅北⼝駅前広場活⽤推進協議会事務局 
(瀬⾕区役所 区政推進課内） 

正⽥・村上・村野 
TEL：367-5632 FAX：365-1170 

Mail：se-kusei@city.yokohama.lg.jp 
 

区 連 会 ７ ⽉ 説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ７ ⽉ 1 6 ⽇ 
瀬⾕駅北⼝駅前広場活⽤推進協議会
事 務 局 
（ 区 政 推 進 課 ） 

【お問合せ先】 

●瀬谷駅南口にもお立ち寄りください 
輝きフェスティバルの開催と合わせて同日には、瀬谷駅南口においても、あじさいプラザ

の指定管理者による絵画展の開催や駅前広場での賑わいを創出する取組を予定してい
ます。ぜひお立ち寄りください。 

 

瀬谷駅北口駅前広場活用推進協議会について 
 瀬谷駅北口駅前広場の適正利用や活用策について情報共有及
び意見交換を行い、事業を実施する等安全で快適な広場づくりに
寄与することを目的として作られた協議会です。同広場に近接す
る事業者、住民等で構成されています。 

＜前回の様⼦＞ 

●脱炭素社会実現にむけたワークショップのブース出展 等 
輝きフェスティバルの会場内にて、瀬谷区役所による脱炭素社会実現に向けた意識啓

発・行動変容を図るためのワークショップや、脱炭素・ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ推進局による、
GREEN×EXPO 2027 関連事業を紹介するブースの出展を行う予定です。 



もっと多くの仲間と

「地域を盛り上げていきたい！」とお考えの

自治会町内会のリーダーの皆さま、必見！！

防災をテーマに、誰もが「一緒にやりたい！」

と思う仲間づくりの秘訣や

魅力ある企画のヒントを事例から学びましょう。

参加費無料

地域活動を盛り上げる！ 自治会町内会担い手発掘・仲間づくり講座

９月６日（土） かながわ県民センター

９月11日（木）

９月17日（水） 保土ケ谷公会堂

９月30日（火）

14：00～ 16：00
（受付13：30～）

14：00～ 16：00
（受付13：30～）

ボッシュホール
（都筑区民文化センター）

横浜市役所
市民協働推進センタースペースA・B

14：00～ 16：00
（受付13：30～）

10：00～ 12：00
（受付9：30～）

1

2

3

4

日程（令和7年） 時間 会場

※講座内容は、各会場同じです

自治会
町内会

の

活動者（
仲間）を

増やし
たい

リーダ
ー層・役

員層の

皆さま
へ

一緒に活動する
仲間を増やしたい！

電子申請システムでの
お申込みはこちらから→

詳細は、
内面をご覧く

ださい

※ご記入いただいた個人情報は、本事業以外には使用いたしません。

申込用紙 FAX：045-367-4423 （瀬谷区地域振興課地域力推進担当）
FAX・持参の人はこちらの用紙をお使いください。

□ かながわ県民センター 令和7年９月６日（土） １４：００～１６：００
□ ボッシュホール（都筑区民文化センター） 令和7年９月１１日（木） １４：００～１６：００
□ 保土ケ谷公会堂 令和7年９月１７日（水） １４：００～１６：００
□ 横浜市役所市民協働推進センター 令和7年9月３０日（火） １０：００～１２：０0

希望する会場・日時

自治会町内会名

名前
（代表者）

参加人数

メールアドレス
（代表者）

役職名

電話番号
（代表者）

ふりがな

（いずれか１つにチェックしてください）

（役職のある方全員の
役職名をご記入ください）

申込
期限

※応募者多数の場合は抽選で受講者を決定し、ご希望の会場・日時に参加
　いただけない場合のみ、８月２９日（金）までにメールで連絡いたします。
※定員に満たない場合は、引き続き受付

市内自治会町内会の会長や役員等の皆さま
（自治会町内会で活動している方、地域活動に取り組んでいる方も可）

電子申請システムでの申請または下記【申込事項】を記入の上、
Eメール、電話、FAX、窓口への持参のいずれかでお申込みください。

受講対象者

申込方法

① 希望する会場・日時　② 自治会町内会名　③役職名　④参加人数　
⑤ 名前（漢字）　⑥ 名前（ふりがな）　⑦ 電話番号　⑧ メールアドレス申込事項

瀬谷区地域振興課地域力推進担当（区役所３階35番窓口）
住所：〒246-0021　横浜市瀬谷区二ツ橋町190
TEL：045-367-5789　FAX：045-367-4423　メールアドレス：se-chiikiryoku@city.yokohama.lg.jp

申込み・お問い合わせ先

令和7年８月２２日（金）まで

右の二次元コードを読み込んでください▶

人

主催：市民局地域活動推進課   委託先：株式会社イータウン

～地域の担い手創出支援事業～
自治会町内会向け講座

申込期限は

８月２２日（金
）

まで 

自治会町内会向け講座～地域の担い手創出支援事業～

横浜市電子申請システム→手続き一覧（個人）→「自治会町内会担い手発掘・仲間づくり講座」で 検索



日時・会場・定員（各会場定員あり） 講座内容・講師紹介（予定）

 神奈川区鶴屋町2-24-2
 （「横浜駅」西口・きた西口から徒歩5分）

かながわ県民センター 

 都筑区中川中央１丁目９番33号
 （市営地下鉄「センター北駅」出口1、3から徒歩5分）

ボッシュホール             

保土ケ谷区星川１丁目２－１
（相鉄線「星川駅」北口から徒歩3分）

保土ケ谷公会堂 

中区本町6丁目50-10 横浜市庁舎１F
（みなとみらい線「馬車道駅」 １C出入口直結
JR・市営地下鉄「桜木町駅」 徒歩3分）

横浜市役所　                 市民協働推進センター 
スペースA・B 

都筑区民
文化センター　

・会場ごとに定員があります。・講座内容は、各会場同じです。
※講座の様子を撮影し、HPや広報に掲載する場合がありますのでご了承ください。

※講座の内容、講師は予定です。変更になる場合があります。

令和7年 ９月６日（土）　

令和7年 ９月11日（木）　

令和7年 ９月17日（水）　

令和7年 ９月30日（火）　

１４：００～１６：００（受付 １３：３０～）　

１４：００～１６：００（受付 １３：３０～）　

１４：００～１６：００（受付 １３：３０～）　

１０：００～１２：００（受付 ９：３０～）

ご留意事項

1

2

3

4

＼事例から学ぶ／

地域活動を盛り上げるために、自治会町内会の担い手発掘・仲間づくりに向けて実践者、
中間支援組織で活躍されているお二人の講師から、実際に取り組まれた事例を中心に
お話ししていただきます。

講座で学んだこと、一緒に実践しませんか

講師
竹上　恭子　氏

三鷹市
井の頭一丁目町会会長

講師
冨川　万美　氏

NPO法人M-plug理事、
アクティブ防災事業代表

転勤族としての経験から、「新しい土地で自分の居場所

をつくる」ことの大切さを実感し、町会で多世代が気軽

に集える場づくりや、楽しく学べる防災活動に取り組ん

できました。「顔の見える関係を作りたい」「やりたい人

を応援したい」̶ そんな思いに共感してくれる人が少し

ずつ増え、町会が元気になってきています。

東日本大震災の支援活動を機に M プラグの設立に参加。
子育ての当事者が自ら学び、自ら考え、自ら動く「アクティ
ブ防災」を提唱し、防災講座、ファシリテーターの育成を
行いながら、「東京防災」監修など、官公庁や自治体の防
災対策への協力や、書籍、雑誌などで監修を務める。
『全災害対応 ! 子連れ防災BOOK』（祥伝社、ママプラグ
著、2019年 3月）などを執筆。

東京都三鷹市で、町会長として交流の場づくりに取り組んだ実践事例事例 1

事例 2 町会・自治会応援キャラバンを通じた担い手・仲間づくりの事例
～講師の方に直接質問できる時間も予定しています～

地域活動を盛り上げる！自治会町内会担い手発掘・仲間づくり講座

自治会町内会の皆さまが抱える運営の悩みに寄り添いながら、担い手・
仲間づくりを実践する皆さまの活動をサポートします。ご興味ある方
は、会場でスタッフにお問い合わせください。

もっと
多くの人に
参加して

もらいたい …

事例1・「住民同士の交流から防災力向上を進める取組」な
ど 事例2・「子育て世代に響く防災企画」など
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防犯意識に関する
アンケート回答方法

スマートフォンで下記のQRコードを読み取って
ご回答ください。 所要時間︓約５分
※匿名での回答になります。

QRコード

横浜市役所
市⺠局地域防犯⽀援課

045-671-3705
（R7.7）

回答期限 令和７年８⽉３１⽇（⽇）まで
【注意事項】
・いただきましたご意⾒等については、防犯対策を強化の際の参考とさせてい
ただきますが、個別の回答等はいたしませんのでご了承ください。

・いただいたご意⾒等は公開させていただく可能性がありますので、ご承知お
きください。個人情報は公開しません。

・ご意⾒等に付記された年代、住所等の個人情報につきましては適正に管理し、
本意⾒募集に関する業務のみに利⽤します。

・その他個人情報については、横浜市個人情報の保護に関する条例に従って適
正に取り扱います。

昨今の犯罪情勢を踏まえ、横浜市では、防犯対策の
強化に取り組んでいます。
本アンケートは、防犯対策をより実効性のあるものとする

ため、市⺠の皆さまのご意⾒を参考にさせていただくことを
目的としています。
皆さまの声が、より安全で安心なまちづくりにつながりま

す。ぜひご意⾒をお願いいたします。



～消費生活教室のお知らせ～ 【問合せ先】「消費生活教室」担当電話 045-845-5640
令和7年８月２８日（木）  13：30～15：30　「高齢者向け住まいの種類と選び方」　　　　  　　　　港南公会堂
令和7年９月16日（火）  13：30～15：30　「豊かな老後を楽しむために知っておきたい重要ポイント」旭公会堂

消 生 情費 活 報くくららしナビしナビ
発行：横浜市消費生活総合センター“お互いに 一声かけて見守りを！”

    通信販売は    通信販売は
クーリング・オフできません！クーリング・オフできません！

〔  　　　　　　　〕消費生活相談電話

横浜市消費生活総合センター

045-845-6666 平　日　9：00 ～ 18：00
土・日　9：00 ～ 16：45

相談事例など暮らしに役立つ情報満載！

トラブル防止のポイント

よ はこ ま  令和７年 

８・９月号

□	返品可能な場合でも、期限が設けられ
	 ていることもあるので、届いたらすぐ
	 に中身を確認！
□			返品特約の表示がない場合は、８日以内
	 （商品到着日を含む）は送料負担で返品
	 可能！

　ネット通販で２千円の靴を購入した。サイズが合わな
かったのですぐ返品を希望したが、「返品はできない」
と言われた。クーリング・オフできないのか。	

（相談者：40歳代 男性）

　通信販売には、クーリング・オフ制度はありません。
返品については、事業者が決めた特約に従うことに
なります。通信販売を利用する際は、事前に返品・交換
の可否や条件を必ず確認しましょう。

✓

✓
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